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一一二━七　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
前
稿
［3］
に
引
き
続
き
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
や
仮
名
遣
い
、
音
便
と
い
っ
た
表
記
の
相
違
を
反
映
し
た
本
文
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
計
量
的
な
処
理
の
み
で
写
本
を
分
類
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。
調
査
対
象
と
し
た
写
本
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』

（
以
下
、
紅
梅
本
と
す
る
）［1］
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本（
以
下
、
日
大
本
）、
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本（
以
下
、
書
陵
部
本
）、
大
正
大
学

本
、
池
田
本
、
大
島
本
の
源
氏
物
語
の
後
半
部
分
で
あ
る「
野
分
」か
ら「
夢
浮
橋
」ま
で
の
二
十
七
帖
、
計
百
五
十
七
写
本
で
あ
る
。

　

前
稿
で
報
告
し
た
内
容
を
含
む
表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
と
の「
距
離
」が
近
く
、「
非
常
に
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る
写
本

は
、
日
大
本
と
四
帖
、
書
陵
部
本
と
一
帖
、
保
坂
本
と
一
帖
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
紅
梅
本
と「
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る
写
本
と
し
て
、

日
大
本
と
二
十
五
帖
、
書
陵
部
本
と
五
帖
、
保
坂
本
と
六
帖
、
大
正
大
学
本
と
七
帖
、
池
田
本
と
二
帖
、
大
島
本
と
三
帖
の
存
在
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

調
査
報
告
　
一
一
二
┃
七

Ngram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
の
位
置
付
け
（2）

　
　
─
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
大
正
大
学
本
を
中
心
と
し
た
写
本
と
の
比
較
を
通
し
て
─

齊
藤
　
鉄
也



― 200 ―

　
　
　
　

二　

本
調
査
の
目
的
と
関
連
研
究

　

本
調
査
の
目
的
は
、
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比
較
し
、
紅
梅
本
の
本
文
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

計
量
文
献
学
は
、
本
文
が
持
つ
何
ら
か
の
特
徴
を
数
値
に
変
換
し
、
そ
れ
に
対
し
て
統
計
学
の
手
法
を
適
用
す
る
文
献
学
の
一
領
域
で
あ

る
。
本
調
査
で
は
、
稿
者
が
作
成
し
た
写
本
本
文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の
頻
度
に
基
づ
き
、
紅
梅
本
と
、
紅
梅
本
の
奥
書
に

記
さ
れ
て
い
る
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
日
大
本
を
中
心
と
し
た
複
数
の
源
氏
物
語
の
本
文
と
比
較
し
て
、
紅
梅
本
の
本
文
の
相
対
的
な

位
置
付
け
を
明
ら
か
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

同
様
の
手
法
を
用
い
た
本
文
分
類
の
例
と
し
て
は
稿
者
に
よ
る
［2］
が
あ
る
。
そ
の
調
査
で
は
、源
氏
物
語
の
六
帖「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花

散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」の
全
文
と
、「
柏
木
」の
一
部
を
調
査
対
象
の
写
本
と
し
て
選
択
し
た
。
各
帖
ご
と
に
、
本
文
か
ら
五
文

字
の
文
字
列（5gram

）を
生
成
し
、
そ
の
頻
度
デ
ー
タ
を
用
い
て
統
計
分
析
を
行
い
、
写
本
の
分
類
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で

の
青
表
紙（
定
家
）本
系
統
、
河
内
本
系
統
、
別
本
群
と
い
っ
た
二
系
統
一
群
に
近
い
分
類
結
果
が
得
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
、
書

写
年
代
と
い
っ
た
書
誌
情
報
に
関
連
し
た
分
類
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
前
稿
［3］
で
は
、
分
類
結
果
を
考
察
し
易
い
よ
う
に
、
調
査
対
象
写
本
を
青
表
紙
本
系
統
と
し
、
書
写
年
代
が
近
く
、
三
条
西

実
隆
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
写
本
を
中
心
と
し
て
選
択
し
て
、
本
文
を
分
類
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
も
前
稿
と
同
様
の
方
法
と

対
象
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
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一一二━七　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

　
　
　
　

三　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
本
文
デ
ー
タ

　

写
本
間
の
比
較
対
象
に
用
い
た
源
氏
物
語
の
写
本
は
、
紅
梅
本
、
日
大
本
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
学
本
、
池
田
本
、
大
島
本
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
写
本
の
後
半
部
分
で
あ
る「
野
分
」か
ら「
夢
浮
橋
」ま
で
の
二
十
七
帖
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　

分
析
に
用
い
た
、
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写
本
の
本
行
本
文
を
対
象
に
、
仮
名
と
漢
字
、
改
行
位
置
を
同
一
と
し
て
い
る
。

一
音
で
読
む
漢
字
は
全
て
仮
名
と
見
做
し
て
仮
名
と
漢
字
を
区
別
し
て
い
る
。
漢
字
の
異
体
字
は
通
行
化
し
て
い
る
。
本
調
査
で
用
い
た

本
文
デ
ー
タ
を
本
論
文
末
の
表
一
に
ま
と
め
た
。
表
一
で
は
、
写
本
名
と
仮
名
と
漢
字
の
文
字
数
、
文
字
数
に
占
め
る
漢
字
の
割
合
を
別

に
ま
と
め
て
い
る
。
本
文
デ
ー
タ
の
調
査
範
囲
は
お
お
よ
そ
五
千
文
字
程
度
を
対
象
と
し
た
。
五
千
字
に
満
た
な
い
本
文
を
持
つ
帖
は
全

文
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

四　

調
査
方
法

　

前
稿
［3］
と
同
様
で
あ
る
の
で
概
略
を
述
べ
る
。
比
較
対
象
と
す
る
本
文
は
、
写
本
の
本
行
本
文
と
し
、
傍
記
は
対
象
と
し
な
い
。
同
じ
帖

の
本
文
の
う
ち
、写
本
間
で
同
一
の
調
査
対
象
範
囲
を
比
較
す
る
。
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
か
ら
次
の
手
順
で
処
理
す
る
デ
ー
タ
を
生
成
す
る
。

（
1
）	

作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
の
最
初
の
文
字
よ
り
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
最
後
ま
で
長
さ
五
文
字
の
文
字
列（5gram

）を
生
成
す

る
。
こ
の
文
字
列
は
、
同
じ
帖
の
写
本
ご
と
に
機
械
的
に
生
成
さ
れ
る
。

（
2
）	

帖
単
位
で
写
本
に
出
現
す
る
同
一
の5gram

の
頻
度
を
集
計
し
、
こ
れ
を
本
文
の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
と
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ

に
対
し
て
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
す
る
。
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（
3
）	

集
計
し
た5gram

の
頻
度
に
基
づ
い
て
写
本
間
の
距
離
を
計
算
す
る
。
頻
度
の
差
が
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
異
な
る
種
類
の
文
字

列
が
多
い
ほ
ど
、
写
本
間
の
距
離
は
大
き
く
な
り
、
本
文
の
表
記
が
異
な
る
こ
と
を
示
す
。

（
4
）	
こ
の
写
本
間
距
離
に
対
し
て
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
し
可
視
化
す
る
。
可
視
化
す
る
統
計
手
法
は
、「
教
師
情
報
」と
呼
ば
れ

る
既
知
の
分
類
結
果
と
い
っ
た
外
的
徴
証
が
事
前
に
明
ら
か
で
な
い
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
の
特
徴
と
い
っ
た
内
的
徴
証
だ

け
に
基
づ
い
て
分
類
す
る「
教
師
な
し
分
類
手
法
」を
用
い
る
。
詳
細
は
注
に
ま
と
め
た
。

　

本
方
法
で
は
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
、
仮
名
遣
い
、
音
便
と
い
っ
た
同
義
で
は
あ
る
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
本
文
は
異
同
と
見
做

し
、
生
成
さ
れ
た
本
文
の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
に
反
映
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
表
記
の
異
同
に
よ
り
異
な
る
文
字
列
が
生
成
さ
れ
、
本
文
の

相
違
と
し
て
扱
わ
れ
統
計
処
理
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
青
表
紙
本
系
統
の
写
本
の
中
で
も「
本
文
が
似
て
い
る
」と
指
摘
さ
れ
る
二
つ
の
写
本

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
写
本
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
場
合
、
写
本
間
の
距
離
は
遠
く
な
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
本
調
査

で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
た
写
本
間
距
離
が
近
い
場
合
は
、
本
文
に
加
え
て
、
表
記
ま
で
含
め
て
近
い
こ
と
を
示
し
、
写
本
の
本
文
間

に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
、
例
え
ば
、
世
代
の
近
い
写
本
関
係
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
写
本
系

統
の
分
類
の
際
に
重
視
さ
れ
る
本
文
異
同
が
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
と
い
っ
た
大
量
の
表
記
の
相
違
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
、『
源
氏
物
語
大
成
』を
用
い
た
分
類
結
果
と
は
一
致
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　

本
文
を
分
類
す
る
閾
値
と
な
る
距
離
は
、「
本
文
が
類
似
し
て
い
る
」と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
間
の
距
離
に
基
づ
い
て
決
定
し
た
。
そ
の

方
法
は
前
稿
［3］
と
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ
る
。
本
調
査
で
は
、
本
文
長
が
短
い
写
本
を
用
い
て
閾
値
を
決
定
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
暫
定
的
に
、
表
記
の
点
か
ら
本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る
閾
値
を0.10

よ
り
小
さ
い
、「
似
て
い
る
」

と
考
え
ら
れ
る
閾
値
を0.20

よ
り
小
さ
い
、
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
閾
値
は
、
写
本
本
文
の
類
似
性
に
関
し
て
指
摘
が
あ
る
写
本
を
対
象

と
し
た
調
査
結
果
を
用
い
て
、
今
後
、
更
新
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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一一二━七　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

　
　
　
　

五　

各
帖
の
写
本
間
距
離
の
調
査
結
果
と
考
察

　

調
査
対
象
と
し
た
六
写
本
の
写
本
間
距
離
を
求
め
可
視
化
し
、
写
本
間
距
離
の
閾
値
を
用
い
て
、
本
文
が
似
て
い
る
写
本
を
探
索
す
る
。

各
帖
の
写
本
間
距
離
を
表
し
た
図
は
本
稿
末
に
掲
載
し
た
。
こ
こ
で
は
各
帖
の
調
査
結
果
を
集
約
し
た
表
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

考
察
を
述
べ
る
。
表
二
で
は
、
本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」ま
た
は「
似
て
い
る
」関
係
に
あ
る
写
本
の
帖
数
を
表
し
て
い
る
。
表
二
で
は

前
稿
で
報
告
し
た
前
半
二
十
七
帖
の
結
果
も
含
め
、全
五
十
四
帖
の
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
。表
中
の
列
方
向
の
写
本
名
は
、略
称
と
し
て
、

写
本
名
の
先
頭
文
字
を
省
略
し
た
一
文
字
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。
大
正
大
学
本
の
略
称
と
し
て「
正
」を
用
い
て
い
る
。
表
で
は
、
前
稿

［3］
で
報
告
し
た
前
半
の
巻
も
合
わ
せ
て
記
載
し
て
い
る
。

五
．
一　

本
文
が
「
非
常
に
似
て
い
る
」
写
本

　

本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」と
分
類
さ
れ
る
写
本
を
表
二
の
上
段
に
ま
と
め
た
。
今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
源
氏
物
語
の
後
半
の
写
本

の
中
に
は
、
紅
梅
本
と
本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」と
分
類
さ
れ
る
写
本
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
他
の
写
本
間
で「
非
常
に
似
て
い
る
」と

分
類
さ
れ
た
写
本
は
、
大
正
大
学
本
と
大
島
本
の「
行
幸
」、
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の「
夕
霧
」だ
け
で
あ
っ
た
。

　

暫
定
的
な
閾
値
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
表
記
が「
非
常
に
似
て
い
る
」写
本
は
多
く
は
存
在
し
な

い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
表
記
が
「
非
常
に
似
て
い
る
」
写
本
が
少
な
い
こ
と
は
、
本
手
法
を
用
い
た
調
査
に
よ
り
、「
非

常
に
似
て
い
る
」
距
離
に
あ
る
写
本
群
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
詳
細
な
調
査
を
必
要
と
す
る
写
本
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ら
の
写
本
間
に
何
ら
か
の
関
係
や
そ
の
理
由
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
関
係
や
理
由
は
奥
書
と
い
っ
た
根
拠

と
共
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
方
法
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
調
査
す
べ
き
写
本
の
選
択
に
関
し
て
の
示
唆
を
得
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る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
比
較
対
象
と
な
る
写
本
が
増
加
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
連
の
分
類
手
続
き
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
統
計

処
理
と
し
て「
自
動
化
」さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
査
対
象
写
本
を
拡
大
し
た
場
合
に
も
対
応
で
き
、
調
査
や
研
究
の
効
率
化
に
寄
与
す
る
可

能
性
が
あ
る
、
と
言
え
る
。

五
．
二　

本
文
が
「
似
て
い
る
」
写
本

　

本
文
が「
似
て
い
る
」と
分
類
さ
れ
る
写
本
を
表
二
の
下
段
に
ま
と
め
た
。
紅
梅
本
と
日
大
本
は
、
本
文
が「
似
て
い
る
」関
係
に
あ
る
写

本
は
多
く
、
計
二
十
五
帖
存
在
す
る
。
ま
た
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
学
本
、
大
島
本
は
、
互
い
に「
似
て
い
る
」写
本
が
多
く
、
こ
れ
ら
一

揃
え
の
三
写
本
の
間
で
全
て「
似
て
い
る
」関
係
に
あ
る
写
本
は
十
一
帖
存
在
す
る
。
表
記
の
点
か
ら
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
写
本
に
つ

い
て
は
転
写
過
程
に
お
い
て
写
本
の
世
代
が
近
い
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
が
、
写
本
の
書
写
年
代
と
い
っ
た
時
間
的
な
前
後
関
係
は
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
が
日
大
本
か
ら
転
写
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
こ
と
と

な
る
。
ま
た
、
機
械
的
に「
似
て
い
る
」と
判
断
し
て
い
る
閾
値
を
適
用
し
て
い
る
の
で
、
境
界
線
の
前
後
に
位
置
し
た
写
本
に
関
し
て
は
、

そ
の
判
断
が
難
し
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
閾
値
に
関
し
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
写
本
間
関
係
を
考
察
す
る
際
に
は
、
前
稿
お
よ
び

本
稿
末
の
分
類
結
果
図
を
確
認
し
な
が
ら
、
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
え
る
。

　
　
　
　

六　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

今
回
調
査
対
象
と
し
た
紅
梅
本
の
写
本
は
、
奥
書
に
よ
る
と
実
隆
筆
の
親
本
を
少
な
く
と
も
二
度
転
写
さ
れ
て
い
る
が
、
表
記
の
点
か

ら
は
、
日
大
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
が
多
く
、「
非
常
に
似
て
い
る
」ま
た
は「
似
て
い
る
」帖
は
計
二
十
九
写
本
存
在
す
る
こ
と
が
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明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
写
本
に
関
し
て
は
、
現
存
写
本
に
至
る
ま
で
の
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
前
稿

及
び
本
稿
で
用
い
た
調
査
方
法
は
、
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
て
い
る
た
め
、
分
類
の
効
率
化
が
期
待
で
き
、
新
し
く
公
開
さ
れ
た
写

本
の
概
要
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
調
査
に
お
い
て
は
、
暫
定
的
に
本
文
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
長
や

写
本
間
距
離
の
閾
値
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
非
常
に
似
て
い
る
」
ま
た
は
「
似
て
い
る
」
と
判
断
し
て
い
る
閾
値
に
関
し
て
は
、

関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
写
本
を
用
い
た
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
情
報
が
更
新
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

表
記
に
着
目
し
た
写
本
間
距
離
の
調
査
で
は
、
仮
名
と
漢
字
の
区
別
と
い
っ
た
点
ま
で
同
一
で
な
け
れ
ば「
似
て
い
る
」と
判
断
で
き
な

い
た
め
、
写
本
系
統
の
分
類
や
同
系
統
内
で
の
分
類
の
際
に
重
視
さ
れ
る
本
文
異
同
に
基
づ
い
た
分
類
結
果
と
は
異
な
る
。
今
回
の
調
査

は
、
表
記
が
異
な
る
本
行
本
文
を
対
象
と
し
た
、
言
わ
ば「
最
も
基
礎
的
な
」本
文
の
異
同
に
基
づ
い
た
分
類
結
果
で
あ
る
。
今
後
は
、
仮

名
と
漢
字
の
使
い
分
け
と
い
っ
た
表
記
の
異
同
を
共
通
化
し
た
本
文
を
用
い
た
調
査
が
課
題
と
な
る
。

謝
辞

本
研
究
はJSPS

科
研
費JP19K
00349

の
支
援
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

注
　
　

本
文
の5gram

を
生
成
す
る
手
法
は
、
本
文
の
先
頭
文
字
か
ら
五
文
字
ず
つ
順
に
本
文
の
断
片
文
字
列
を
生
成
す
る
。
そ
の
た
め
、
一
文
字

ず
つ
ず
れ
た
五
文
字
の
本
文
の
断
片
が
以
下
、
調
査
対
象
範
囲
の
最
後
ま
で
順
に
生
成
さ
れ
る
。
文
字
列
の
長
さ
に
関
し
て
は
暫
定
的
に
五
文
字

と
決
定
し
た
。

　
　

本
調
査
で
は
、
異
な
る
巻
を
同
一
の
尺
度
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
写
本
間
距
離
の
計
算
方
法
に
は
、
情
報
検
索
の
分
野
で
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
コ
サ
イ
ン（cosine

）距
離
を
用
い
る
。
コ
サ
イ
ン
距
離
は
、
距
離
が
0
か
ら
1
の
間
で
表
さ
れ
る
。
写
本
間
距
離
が
0
の
場
合
は
、

そ
の
本
文
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
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互
い
に
近
い
写
本
間
距
離
を
持
つ
写
本
を
可
視
化
す
る
た
め
に
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
る
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
写
本

間
関
係
が
木
構
造
と
し
て
表
さ
れ
、
互
い
に
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
本
調
査
で
は
写
本
の
グ
ル
ー
プ
の
構
成
方
法

と
し
て
、
写
本
間
距
離
が
最
も
遠
い
距
離
を
群
間
距
離
と
し
て
採
用
す
る
、
最
遠
距
離
法
を
用
い
る
。

出
典

調
査
対
象
写
本
は
、
出
版
ま
た
は
画
像
公
開
さ
れ
た
写
本
を
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に
書
名
の
な
い
写
本
は
源
氏
物
語
を
表
し
て
い
る
。

・
紅
梅
本（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
） 

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
上
野
英
子
教
授
よ
り
画
像
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

・�

書
陵
部
本
（
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
） 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム　

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/
T
oshoryo/D

etail/1000629260000

・
大
正
大
学
本 

大
正
大
学
図
書
館
・
研
究
所 

源
氏
物
語
写
本 https://tais.ac.jp/library_labo/library/genji/

・
日
大
本（
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
） 

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
五
巻
三
条
西
家
証
本 

八
木
書
店 

一
九
九
五

・
池
田
本 

源
氏
物
語
池
田
本
一
〜
五 
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

天
理
図
書
館
附
属
天
理
図
書
館
編 

八
木
書
店 

二
〇
一
六

・
大
島
本 

大
島
本
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
五
巻 

角
川
書
店 

一
九
九
六

参
考
文
献

［1］	

上
野
英
子「
源
氏
物
語
三
条
西
家
本
の
世
界 –– 

室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
」武
蔵
野
書
院 2019

［2］	

齊
藤
鉄
也
「
仮
名
のN
gram

を
用
い
た
源
氏
物
語
写
本
の
系
統
分
類
の
試
み
」
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集V

ol.2017 
N
o.1 89-96

（D
ec. 2017

）

［3］	

齊
藤
鉄
也「N
gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け（
1
）」実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第

39
号
二
〇
二
〇
年
三
月
）
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表
一　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
一
覧
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表
二　

本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」写
本（
上
段
）と
本
文
が「
似
て
い
る
」写
本（
下
段
）

書陵部本 保坂本 大正大学本 日大本 池田本 大島本

非
常
に
似
て
い
る
写
本

紅 27 07 01,02,03,
04

書 39
保 08
正 27,29
日 05
池

似
て
い
る
写
本

紅 01,02,07,
17,18

01,08,10,
13,14,16

03,07,08,
17,18,23,
24

07,22,24,
25,26,27,
28,30,31,
32,33,35,
36,37,41,
42,44,45,
46,48,49,
50,51,52,
53

32,38 17,18,19

書 01,07 07,14,16,
17,18,20,
21,28,30,
31,34,35,
36,39,40,
44,45,46,
51,53

01,02,06,
07,27

04,06 09,14,16,
17,18,20,
25,26,28,
34,35,37,
40,44,45,
46,52

保 07 01,07,12

正 03,07,24 06,14,16,
17,18,20,
28,34,35,
40,44,45,
46,47,50

日 06,13,17,
20,32,40,
47

05

池 05

表二　本文が「非常に似ている」写本 ( 上段 ) と本文が「似ている」写本 ( 下段 )
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第
二
十
八
帖「
野
分
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
正
大
学
本
と
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

図　

各
巻
の
写
本
間
距
離
の
樹
形
図

写
本
間
関
係
は
木
構
造
と
し
て
表
さ
れ
、「
非
常
に
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る
閾
値
で
あ
る
写
本
間
距
離
を
実
線
で
、「
似
て
い
る
」と
考

え
ら
れ
る
閾
値
で
あ
る
写
本
間
距
離
を
点
線
で
表
し
て
い
る
。
尚
、
一
部
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
な
い
写
本
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
写

本
間
距
離
が0.4
以
上
で
あ
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
な
い
写
本
は
表
記
の
点
か
ら
は
本
文
が
極
め
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
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第
二
十
九
帖「
行
幸
」

・
大
正
大
学
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」。

第
三
十
帖「
藤
袴
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
三
十
一
帖「
真
木
柱
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

第
三
十
二
帖「
梅
枝
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
三
十
三
帖「
藤
裏
葉
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
大
正
大
学
本
は
他
の
写
本
と
比
較
し
て
写
本
間
距
離
が
非
常
に
遠
い
。

第
三
十
四
帖「
若
菜
上
」

・
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
正
大
学
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
三
十
五
帖「
若
菜
下
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

第
三
十
六
帖「
柏
木
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
三
十
七
帖「
横
笛
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
大
正
大
学
本
は
他
の
写
本
と
比
較
し
て
写
本
間
距
離
が
非
常
に
遠
い
。

第
三
十
八
帖「
鈴
虫
」

・
紅
梅
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
三
十
九
帖「
夕
霧
」

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」。

第
四
十
帖「
御
法
」

・
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
正
大
学
本
と
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
日
大
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
四
十
一
帖「
幻
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

第
四
十
二
帖「
匂
宮
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
四
十
三
帖「
紅
梅
」

・
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」と
言
え
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
四
十
四
帖「
竹
河
」

・
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
正
大
学
本
と
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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一一二━七　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

第
四
十
五
帖「
橋
姫
」

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
島
本
と
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

第
四
十
六
帖「
椎
本
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
島
本
と
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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第
四
十
七
帖「
総
角
」

・
大
正
大
学
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
日
大
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
紅
梅
本
は
江
戸
時
代
に
補
写
さ
れ
た
写
本
の
た
め
除
い
て
い
る
。

第
四
十
八
帖「
早
蕨
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。
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一一二━七　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

第
四
十
九
帖「
宿
木
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

第
五
十
帖「
東
屋
」

・
大
正
大
学
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
池
田
本
は
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
さ
れ
て
い
る
。
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第
五
十
一
帖「
浮
舟
」

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

第
五
十
二
帖「
蜻
蛉
」

・
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
池
田
本
は
南
北
朝
時
代
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
さ
れ
て
い
る
。
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一一二━七　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（2）

第
五
十
三
帖「
手
習
」

・
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」。

・
池
田
本
は
南
北
朝
時
代
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
さ
れ
て
い
る
。

第
五
十
四
帖「
夢
浮
橋
」

・
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」と
言
え
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。
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